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〔昭 和27年10月25日 受 稿 〕

第一章　 諸 論

第一編に於 て胃癌組織 と胃組織 との間の抗

原性 の差異に就 て記載 した.し か し第一編に

於 ては胃癌組織が 胃組織に対 して抗原性に特

異性 のあ ることを実験 に より証明 した のであ

つて,は たして之 の特異性抗 原が身体各部に

発生 した癌組織 中に 含まれているか,即 ち癌

組織 は発生部位に関係 な く癌組織 特有の抗原

を有 してい るか,と 云ふ ことに関 しては未だ

証明されていない.

文献に よればLehmann-Facins1)は 癌 組 織

より,リ ボイ ドを分離 し,砂 田氏2)は 多糖類

様物質 を分離 し,身 体各種 臟器癌患者血清 と

の間 に,沈 降反応 を調べ て,或 る一定の陽性

の成績を得 てい ることよ り或 る共通の抗原を

有 しているのではないか と予想せ しめる.

之等 の研究 は癌患者血清 中に特異性抗体を

求 めているのであ るが,余 は癌組織に特異性

抗原を求めて,乳 癌,子 宮癌及び直腸癌組織

と胃癌組織を抗原 とし,胃 組織を対照 とし第

一編に於 て記載 した種 々冤疫血清 との間 の沈

降 反応 を調べて次の如 き成績 を得た.

第二章　 實驗 方法竝に實驗材料

1) 試験動物

2.1kg～2.8kgの 成熟家兎を選 び免 疫 を 行

つた.

2) 免疫原

手術に より摘出 した.乳 癌,子 宮癌,直 腸

癌,胃 癌及び胃組織 より,出 来 る限 り脂肪組

織及び血管 を切除 し,之 を剪刀にて細切 し,
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流 水 中に て24時 間 組 織 が 白色 を 呈す る まで

水洗 し,ガ ーゼ に て充 分 に水 分 を 除 き,乳 鉢

に て粥状 とな し,ホ モ ゲナ イザ ーにか け,之

を凍結 と60℃ 温槽 中 の融 解 を4回 繰返 へ し

て,粥 状 組 織1gr.に 対 して 生 理 的 食 塩 水

10c.c.を 加 へ遠 心沈 澱 して上 清 を取 り, 5%石

炭 酸 を0.5%の 割 に な る様 滴加 して氷室 中に

保 存 した.

免 疫 原に は 原液 を 使用 し,夫 々乳癌 抗 原,

子 宮癌抗 原,直 腸 癌抗 原,胃 癌 抗 原及 び 胃抗

原 と称 した.

3) 反 応 原

反 応検 索 に際 し,比 較 検 討 を容 易にす るた

めに,ズ ル ホサ ル チ ン酸 法 に て1:8迄 陽 性

に な る様 に抗 原 を調整 して使 用 した.

4) 免疫 方法

Acjuvantを 利 用 した.即 ち抗 原2.c.c.と 無

菌 流 動 パ ラフィ ン3.cc.無 菌 無 水 ラ ノリン

3.ccを 乳 鉢 に て よ く混和 し,之 の5c.c.を 家

兎大腿 筋 中に 注射 し, 2週 間 後 に 同 し抗 原 を

3 .cc.耳 静脉 に注 射 し, 1週 間 後 に採血,血

清 を分 離 した.両 第 一編 に記 載 した特 殊 免疫

血 清 も使 用 した.

5) 検 査術 式

Uhlenhuth氏 法,緒 方 氏 法,試 験 管 内 飽和

吸牧 法 を用 ひた.

第 三章　 實 驗 成 績

第 一 節

乱癌,胃 癌及 び 胃 抗 原 に て,Adjuvantを

利 用 し,夫 々20号 家兎(2.8kg)21号 家 兎

(2.3kg)22号 家 兎(2.1kg)を 免疫 して得 た

家 兎血 清 と乳 癌,子 宮癌,直 腸 癌,胃 癌 及 び

胃抗 原 との間 の関 係 を実験 して次 の如 き成績

を得 た.

第 一 項　 Uhlenhuth氏 法

上 記 の 関 係 をUhlcnhuth民 法 に よ り実 験

す るに表1, 2, 3の 如 し.

即 ち表1に 示 め され る如 く,乳 癌 免 疫血 清

(20号 家 兎血 清)は 乳 癌 抗 原 と最 も強 く反応

して い る,之 は 乳 腺 の臓 器特 異 性 に よる もの

と思 は れ る.表2, 3に 示 め され る如 く,其

の他の抗原は,.夫 々胃癌 免疫 血 清(21号 血

清)及 び胃免疫血 清(22号 血清)に 対 して差

異 な く,癌 特異性抗原 の存在を認 めることは

出来ない.

第1表　 20号 家 兎(乳 癌免疫)血 清に対 して

第2表　 21号 家 兎(胃 癌免疫)血 清に対 して

第3表　 22号 家 兎(胃 免疫)血 清 に対 して

直腸癌抗 原は21号 及び22号 血清 に対 し,

乳癌,子 宮癌抗 原 より強 く現はれ ているのは,

直腸 と胃が 臟器存異性に類 似点があ るためな

らん.

第二項　 緒方氏稀釈法

緒方 氏法に よるもUhlenhnth氏 法 に於 て

示め された と同様 の成績で,即 表4, 5, 6に

示め され る如 く,乳 癌抗原には乳腺 としての

特異 性抗原の存在を示 めし,直 腸 と胃組織間

には類似 した臟器特異性抗原の存在を示めし

てい る.し か し癌特有の抗原性 を証明するこ

とは出来 なかつ た.

第 三項　 試験 管内飽和 吸牧法

a. 胃癌免疫血清を 胃抗原 にて完全に吸收
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して後,之 の血清 と乳癌,子 宮癌及 び直腸癌

抗原 との間の関係をUhlenhuth氏 法に て見 る

に,全 く反応 を示 めさず,す べ て陰性 の成績

であつた.

表4

表5

b. 胃癌免疫血清 を新鮮 人血清 にて完全に

吸收 し,乳 癌,子 宮癌,直 腸癌,胃 癌及 び胃

抗 原 との間 の関係 をUhlnhuth氏 法にて見 る

にa.と 同様 に全 く反応を示 あさない.之 は

新鮮 人血清 が主副沈降素を共に吸收 したため

ならん.

表6

表7

c. 吸收 に乾燥人血清を便用す.

1. 胃癌免疫血清 を乾燥人血 清にて吸收 し,

各種抗原 との間 の関 係 をUhlenhuth氏 法に

よ り見 るに表7の 如 し.

2. 胃免疫 血清を乾燥 人血清にて吸收 し,

各種抗原 との間 の関係 をUhlenhuth氏 法に よ

り見 るに表8の 如 し.

即 ち直腸癌,胃 癌及 び胃抗 原は, 1及 び2

の血清 に対 し夫 々僅 かなが ら反応 を示 め して

いて,之 より癌組織 の特異性か,臟 器特異性

か区別す ることは出来ない.し か し,乳 癌及

び子宮癌抗原が1の 血 清のみ と反応 してい る
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ことか ら癌組織共通 の特異抗原が僅 かに存在

す ることを示 めしているもの と思はれる.

表8

第二節

胃癌免疫血清に胃癌抗原を加へて得た沈降

物にて免疫 した第一 編記載 の16号 家 兎血清

と各種抗原 との間 の関係

第一項　 Uhlenhuth氏 法

上記 の関係をUhlenhuth氏 法に よ り見 る

に表9の 如 く,直 腸癌抗 原は胃癌抗原 と同様

の値を有 し,他 は一様に低 い値 を示 めしてい

る.之 は臟器特異性を考へに入れな くとも,

何 らかの癌特異性抗原 の存在を 予想せ しめて

い ろ.

表9

第二項　 緒方氏稀釈法

表10の 如 くUhlenhuth氏 法 と殆 ん ど同様

の成績 を示め してい る.

第三節

胃癌疫免疫血清に胃抗原を加へ,そ の上清

に 胃癌抗 原を加 へて得 た沈降物に て冤疫 した

第 一編記載の17号 家 兎血清 と各 種 抗 原 との

間 の関係

第一項　 Uhlenhuh氏 法

上記 関係をUhlenhuth氏 法 に よ り実 験 す

るに表11の 如 く,各 種抗 原の臟 器 特 異性を

考へに入れな くとも各癌組織抗原は 胃抗原 よ

り強 く反応 して,抗 原性に差異 のあ ること を

示 め して い る.

表10

表11

第二項　 緒方 氏稀釈法

緒方氏法 に よる も表12の 如Uhlenhuth氏

法 と殆 んど同様 の成績を示 め してい る.

第 四章　 考 按

Lehmann-Facins及 び砂 田氏等 は各 種 臟 器

癌患者血清中に癌特有の抗体を求め,抗 原に

或 は リポ イ ド,或 は多糖類様物質を使用 して

或 る良好 の成績 を得 てい る.こ の ことは癌組

織には生体に対 して作用す る共通 の抗原の存

在を予想せ しめ るもので ある.

余は上記 の諸実験 に より,乳 癌,子 宮癌,

直腸癌及 び胃痛に共通 の特異性抗原 のあるこ

とを証 明 した.



癌 患者 の血清,尿,胃 液 の抗原性に就 て　 225

表12 第 五 章　 結 論

1. 胃 癌,乳 癌,直 腸 癌 及 び 子 宮 癌 組 織 に

は 僅 か で は あ る が 共 通 の 特 異 性 抗 原 が 存 在 す

る.

2. 直 腸 組 織 の 臟 器 特 異 性 は 胃 組 織 の 臟 器

特 異 性 と非 常 に 類 似 し て い る.

3. 乳 腺 組 織 は 臟 器 特 異 性 抗 原 を 有 し て い

る.

終 リに 臨 み,材 料 を提 供 して 戴 い た 津 田 教 授 及 び

八 木 教 授 に深 甚 な る感 謝 を捧 げ ま す.
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